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て有意に低い血清FGF21濃度が認められた(低持久力群: 277.5 ± 118.2 ng/mL vs. 高持久力群:
228.6 ± 107.0 ng/mL, p = 0.007)。また、血清FGF21濃度はVO2peakと有意な負の相関関係を示
し(r = -0.355, p < 0.001)、重回帰分析において、内臓脂肪面積が最も強い関係性を示した一方
で(β = 0.360. p < 0.01)、VO2peakも独立した負の規定因子であることが明らかとなった(β =
-0.174, p =0.019)。さらに若年者における比較を行ったところ、持久性競技者における血清
FGF21濃度が一般人と比較してELISA法における検出下限値を示す頻度が有意に高いことが
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また、肝内脂肪量はMagnetic resonance spectroscopy (MRS)法にて算出された。
5週間の持久性運動の結果、コントロール期間と比較して運動期間の肝内脂肪(コントロー
ル期間: 0.3 ± 1.2% vs 運動期間: -0.6 ± 1.4%, p = 0.021)、および血清FGF21濃度(コントロール
期間: 20.4 ± 65.5 pg/mL vs 運動期間: -29.6 ± 65.1 pg/mL, p = 0.026)の変化量がそれぞれ有意に
低い値を示した。また相関分析の結果、血清FGF21濃度の変化量は肝内脂肪の変化量とのみ
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本博士学位論文では、研究課題１における中高年男性に対する横断的な検討において、血
清FGF21濃度に対して内臓脂肪面積が独立して正の、心肺持久力が独立して負の関係性を持
つことが明らかとなった。また研究課題２における介入研究では、高齢男性に対して5週間
の持久性運動を実施した結果、肝内脂肪の減少に伴って血清FGF21濃度が低下することが明
らかとなった。これらの結果は、心肺持久力および持久性運動による疾病予防機序がFGF21
抵抗性の改善作用により一部説明できることを示唆している。
今後の研究課題としては、横断的手法を用いて肝内脂肪、内臓脂肪および心肺持久力がそ
れぞれ独立してFGF21抵抗性と関係しているのかを検討する必要があると考えられる。また、
介入研究では運動期間が5週間と短期間であったために、心肺持久力と内臓脂肪面積が
FGF21抵抗性と関係しなかった可能性が考えられる。従って、より長期的かつ大規模な介入
研究を今後実施していく必要があると考えられる。さらに、本研究では高強度の持久性運動
によるFGF21抵抗性改善作用について明らかとすることができたが、高齢者や肥満者にとっ
て実施が容易な低～中強度の持久性運動によってFGF21抵抗性が改善されるのかについて
も今後検討していく必要があると考えられる。
以上、２つの研究課題で明らかにされた知見は、健康スポーツ科学という近年とくに注目
されている研究分野への学問的寄与とともに、国民の健康の保持増進に大いに貢献できるも
のと期待される。
よって、谷口祐一が申請した博士学位論文は、博士（スポーツ科学）の学位を授与するに
十分値するものと認める。
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